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超ＬＳＩ時代のコンピュータ産業（１）

世界 コンピュータ産業史（Ｗ１９８０年代　　その１）

坂　本　和

　１９８０年代に入ると ，ＩＣ技術の急速な発展とともに，コンピュータ産業の構

造は急速な変化をみせはじめ，とくに８０年代後半から９０年代になると ，それは

１９５０年代初めのコンピュータ産業成立以来の歴史を画する ，大変動の様相を示

しはじめてくる 。

　この変動の基本は，いわゆるダウンサイジングとオープン ・システム化の流

れである 。これらの動きが，これまでの汎用 コンピュータ中心のコンピュータ

産業の世界を大きく転換させようとしている 。

　これと同時に汎用 コンピュータ産業の世界でも ，１９５０年代成立以来の大きな

変動が進んでいる 。ここでは，これまでのＩＢＭによるガリヴ ァ的な市場支配

の構造が次第に崩れていく様相をみせはじめている 。

　コンピュータ産業は，今日 ，全体として，ＩＢＭによるガリヴ ァ的な市場支

配の時代が終焉を迎え，オープン ・システムにもとづく新しい競争の時代に入

っていきつつある 。

　本稿シリーズＩＶとＶでは，１９８０年代以降のこれらの動きをあきらかにしてい

く。 まず１Ｖ（本号および次号）では，これまでコンピュータ産業の中核であり
，

したがってまたコンピュータ産業全体に対するＩＢＭのガリヴ ァ的支配の基盤

であ った汎用 コンピュータ産業における競争構造の変動についてあきらかにす

る。

（１６３）
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１． ｒ超ＬＳＩ時代」の到来とＩＢＭ コンピュータ「第４世代」

　（１）「超ＬＳＩ時代」の到来

　コンピュータの論理素子および記憶素子を形成するＩＣの発展については ，

本稿シリーズ皿の１で説明したとおりである 。

　そこであきらかにしたように，ＩＣの素子集積度が高まるスピードは ，１９７０

年代後半からしばらくは，微細化加工技術が１つの壁にぶつかったこともあり ，

それまでの年２倍から２年で２倍程度にいく分鈍ることになっ た。 しかし，集

積度の高まりそのものは確実に続き ，素子集積度を代表するメモリーＩＣ

（ＤＲＡＭ）でみると ，１９７９～８０年には１０万個のオーダーに乗り（記憶容量では ，

６４Ｋビ ットの段階），８４～８５年には５０万個の水準に達し（２５Ｋビ ットの段階），さ

らに８７～８８年には２００万個の水準に達した（１Ｍビ ットの段階）。 そして ，１９９０

年代初頭の今日 ，８００～１ ，０００万個の水準に達しつつあり（４Ｍビ ットの段階）
，

さらに９０年代半はには，３ ，ＯＯＯ万個台（１６Ｍヒソ トの段階）に達することが展望

されている 。こうして，８０年代半ば以降は，ふたたび集積のスピードが高まり ，

近年はほぼ３年に４倍程度の倍率で増加を続けている 。

　ところで，ＩＣの発展については，　般に素子集積度が１ ，０００個を超えるあた

りからとくに「ＬＳＩ（大規模ＩＣ）」の段階と呼ばれ，さらに１０万個を超えると ，

「超ＬＳＩ」の段階と呼ばれて，新しい発展段階を形成すると理解されている 。

そして，このような理解から ，ＩＣの発展は１９７９～８０年ごろを境として新しい

　　　　　　　　　　　　　　　　　　１）
段階，「超ＬＳＩ」の段階に入 ったとされる 。

　このようなＩＣの発展のうえに，１９７０年代末から８０年代に入 って，コンピュ

ータはそれを構成する電子デバイスに超ＬＳＩを採用した，いわゆる「第４世

代」に移行することになっ た。

（１６４）



　　　　　　　　　超ＬＳＩ時代のコンピュータ産業（１）（坂本）　　　　　　　　　３

　（２）１９８０年代ＩＢＭの汎用コンピュータ

　¢４３００シリーズと「第４世代」への移行

　超ＬＳＩ，つまり６４Ｋビ ット ・レベルのＩＣを装備した コンピュータとして最

初に登場したのは，１９７８年後半から７９年にかけて相次いで発展された，ＩＢＭ

の８１００情報システム ，システム３８，および４３００シリーズであ った。とくに ，

ＩＢＭの汎用 コンピュータの系譜のなかで，「第３ ．５世代」コンピュータとして

のシステム３７０の中型および小型モデルを継承するものとして，７９年１月に発

表された４３００シリーズ，別称Ｅシリーズは，新しい「第４世代」を拓くシン

ボル機種として位置づけられた。こうして，ＩＢＭは，４３００シリーズの導入に

よっ て， システム３６０，システム３７０に続いて，電子デバイス技術の新しい段階

を体現するコンピュータを先導することになっ た（８１００情報システムおよびシス

テム３８については，ミニコンピュータ ，スモール ・ビジネスコンピュータ市場をあきら

かにする本稿シリーズＶで説明する）。

　４３００シリーズは ，１９７９年１月末，具体的には４３３１および４３４１という２つのモ

デルとして発表された。この２つのモデルは，４３３１がシステム３７０の小型モデ

ル１１５，１２５を ，また４３４１が中型モデル１３８，１４８をそれぞれ代替するものとして

出された 。

　４３００シリースの特徴は，まず第１に，新しい発展段階のＩＣ　　６４Ｋピ ソト

・メモリーおよひ１チ ソプあたり７０４回路を収容する高密度論理回路　　を採

用し，それと同時に新しいパッ ケージング技術を導入したことで，その処理能

力を大幅に上昇させたことである 。主記憶容量２メガバイトの４３４！の処理速度

は， 王記憶容量！メカハイトのシステム３７０モテル１３８の最高３２倍に達してお

り， また４３３１の場合にはシステム３７０モデル１１５の約４倍となっ ていた 。

　第２の特徴は，３０３Ｘシリーズに引き続いて低価格政策が取られたことによ

って，画期的なコスト ・パフォーマンスの上昇を実現したことである 。

　４３３１はシステム３７０モデル１３８と同程度の性能をもっ ていたが，価格はその４

分の１になっ ていた。また４３４１はモデル１４８の性能を約７０％上回 っていたが ，

価格の方は５５％程度という安さであ った。技術革新による性能の向上と ，この

　　　　　　　　　　　　　　　　（１６５）
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ような低価格政策の結果，４３００シリーズはシステム３７０に対して，約４倍のコ

スト ・パフォーマンスを実現した 。

　しかし，このような４３００シリーズの低価格政策と高 コスト ・パフォーマンス

は， ＩＢＭの当初の需要予測と販売方法の見通しを大きく狂わせることになっ

た。

　一方では，４３００シリーズに予想をはるかに超える注文が殺到し，供給体制が

追いつかない状況を生みだした（１９７９年１月に発表して３週間足らずのうちに，総

生産予定台数の２倍以上にも当たる ，４万２ ，０００台の圧文が殺到したといわれる）。 他方

では，この中 ・小型の「第４世代」コンピュータの発表は，さらに大型のＨ

シリーズ（後述の３０８Ｘシリーズ）の発表が近いことを予想させ，これが３０３Ｘ

シリーズの，買取りからレンタルヘの大量の切り換えを引き起こして，ＩＢＭ

が予定していた売切りの促進を裏切ることになっ た。 その結果，設備拡充資金

とレンタル資産投資資金の集

中的な確保が必要となり ，資　　　　表Ｗ－１４３００シリーズのモデル展開

金計画にも大幅な修正が必要

となっ た。ＩＢＭが１９７９年か

ら３年間にわた って ，合計２３

億７ ，０００万ドルという ，かつ

てない多額の長期借入金を導

入した背景には，このような

事情があ った 。

　４３００シリーズの第３の特徴

は， それが，ＩＢＭの汎用 コ

ンピュータとしてははじめて

分散処理システム市場むけの

機能をもつものであ ったこと

である 。それは，両モデルと

もデータ ・べ 一ス／データ ・

モデル名 発表年月 初出荷年月
処理能力 主記憶容量
（ＭＩＰＳ） （Ｍｂｙｔｅｓ）

４３２１ １９８２ ．３ １９８２ ．６ Ｏ． １９ １

４３３１－１ １９７９ ．３ １９７９ ．６ ０． １９ ０． ５～１

４３３１－１１ １９８２ ．３ １９８２ ．６ ０． ２６ １　～４

４３３１－ ２ １９８０ ．５ １９８０ ．１２ ０． ３８ １　～４

４３４１－ ９ １９８２ ．１２ １９８３ ．７ ０． ５１ １　～４

４３４１－１０ １９８２ ．３ １９８２ ．６ ０． ６４ ２　～４

４３４１－１ １９７９ ．３ １９８０ ．２ ０． ７２ ２　－４

４３４１－１１ １９８２ ．３ １９８２ ．６ ０． ８８ ２　～８

４３４１－ ２ １９８０ ．９ １９８１ ．９ １． １０ ２　～１６

４３４１－１２ １９８２ ．１２ １９８３ ．４ １． ３０ ２　～１６

４３６１－３ １９８４ ．９ Ｎ． Ａ ０． ３８ ２　～４

４３６１－ ４ １９８３ ．９ １９８４ ．７ ０． ７９ ２　～１２

４３６１－５ １９８３ ．９ １９８４ ．３ １． １４ ２　～１２

４３８１－１ １９８３ ．９ １９８４ ．７ ２． ００ ４　～１６

４３８１－ ２ １９８３ ．９ １９８４ ．４ ２． ７０ ４　～３２

４３８１－３ １９８４ ．１０ １９８５ ．４ ４． ６０ ８　～３２

（注）「発表年月」，「出荷年月」は，日本でのものである 。

（出所）［週刊 コンピューターワールド’１９８３年３月７日 ，１９８３年

　　１０月３日 ，１９８４隼１０月１日 ：「ＩＢＭ４３８１－３と３０８３－ＣＸはどち

　　らが買い得か？」［日経 コンピュータ』１９８５年１月７日 ，な

　　どによる 。

　（１６６）
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コミュニケーシ ョンや会話型分散処理機能を享受できるように設計されていた 。

　４３００シリーズは ，１９７９年３月 ，４３３１ ．４３４１の２つのモデル（４３３１－１ ．４３４１－１）

で発表されたが，それ以降のモテル展開をみると ，表Ｖ －１のようである

（１９８０年代後半については，項を改めて説明する）。

　４３００シリーズはその後，一方ではでは４３３１．４３４１の両モデルのサブモデル ・

レベルでの展開をすすめるとともに ，さらに１９８３年以降，新たなモデル展開を

すすめた。１９８３年９月には，大型機種３０８Ｘシリーズとの問隙を埋める目的で
，

さらに２つの上位新モデル４３６１と４３８１が２つずつのサブモデルで発表され，さ

らに８４年には，モデル間の隙間を埋める上下それぞれ１つのサブモデルが追加
　　２）
された 。

　　　３０８Ｘシリーズと「第４世代」の展開

　ＩＢＭは，１９７９年に４３００シリーズの発表で「第４世代」を拓いたあと ，１９８０

年１１月 ，さらに「第４世代」の本命とも目される３０８Ｘシリーズ，別称Ｈシ

リーズの皮切りとして，モデル３０８１－Ｄを発表した。この３０８Ｘシリーズの開

発を担当したのは，同じデータ ・プロセシング ・プロダクト ・グループのなか

でも ，４３００シリーズがシステム ・プロダクツ事業部であ ったのに対して ，７８年

５月システム ・プロダクツ事業部から分離したデータ ・システムズ事業部であ

った 。

　３０８Ｘシリーズは，汎用 コンピュータの系譜のなかでは，１９７７年にシステム

３７０の上位モデルとして出された３０３Ｘシリーズを代替するものとして開発さ

れた。実際に，発表された３０８１－Ｄは，代替モデル３０３３の最高約２倍の処理能

力をもっ ていた 。

　３０８１－Ｄの発表に際して，まず注目されたのは，その価格政策であ った。し

かし，３０８Ｘシリーズについては，４３００シリーズや３０３Ｘシリーズの場合とは

違っ て， 価格引き下げは行わず，３０３３に対して２８％のア ップが提示された。こ

うして，ＩＢＭは，１９８０年代最初の新シリーズの導入に際しては，一転して

「性能は２倍，価格は２０～３０％ア ップ」という同社の伝統的な価格設定方式を

　　　　　　　　　　　　　　　　（１６７）
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採用した 。

　技術的にみて，３０８Ｘシリーズのもっとも重要な特徴は，熱伝導モジ ュール

（Ｔｈｅ．ｍ．１Ｃｏｎｄｕ．ｔ１．ｎ　Ｍｏｄｕ１ｅ），通称ＴＣＭといわれる ，画期的な論理回路パソ

ケージング技術を採用したことである 。

　これまでのパッ ケージング技術では，１つひとつのＩＣをセラミッ ク基板に

搭載してモジ ュールとし，それを数十個，１枚の回路パネルに填め込んで１個

のカードをつくり ，さらに十数個のカードを１枚の回路パネルに填め込んで

ＣＰＵを構成するボードをつくり上げていた。これに対して，ＴＣＭは，これ

を大きく集約し，約９センチ四方の立体的な回路構造をもっ た多層セラミッ ク

基板（３３層からなる）の上に１００から１３３個のＩＣを高密度に搭載し，カード ・レ

ベルの仕組みを一気にモジ ュール化した 。

　このような論理回路の画期的な高密度 ・集積化を実現したＴＣＭの採用によ

って ，３０８１－Ｄは３０３３に比べて，処理速度を２倍に高速化した。これによっ て，

サイクル ・タイムが５７ナノ秒から２６ナノ秒に，２分の１に短縮した。また，セ

ラミッ ク基板の多層化による

　　　　　　　　　　　　　　　　　表Ｖ－２　３０８Ｘシリーズのモデル展開
回路配線の大幅な省略は，技

　　　　　　　　　　　　　３）
術信頼性を大きく向上させた 。

　３０８Ｘシリーズは，１９８０年

１１月 ，中位モデル３０８１－Ｄが

発表されたことで姿を現した

が， その後のモデル展開は ，

表Ｖ－２のようである 。

　３０８Ｘシリーズは，その後 ，

１９８１年１２月に３０８１の上位モデ

ル３０８１－Ｋが発表され，また

８２年４月には下位モデルとし

て３０８３がＥ，Ｂ，Ｊの３つの

サブモデルで発表された。さ

モデル名 発表年月 初出荷年月 処理能力 主記憶容量
（ＭＩＰＳ） （Ｍ　 ｂｙｔｅｓ）

３０８３ －ＣＸ １９８４ ．１０ １９８５ ．４ ２． ９ ８～３２

３０８３ －Ｅ １９８２ ．４ １９８３ ．３ ３． ７ ８～３２

３０８３ －ＥＸ １９８４ ．２ １９８４ ．２ ３． ９ ８～３２

３０８３ －Ｂ １９８２ ．４ １９８３ ．２ ５． ６ ８～３２

３０８３ －ＢＸ １９８４ ．２ １９８４ ．２ ６． Ｏ ８～３２

３０８３ －Ｊ １９８２ ．４ １９８３ ．１ ７． ５ ８～３２

３０８３ －ＪＸ １９８４ ．２ １９８４ ．２ ８． Ｏ ８～３２

３０８１－ Ｄ １９８０ ．１１ １９８１ ．９ ９． ４ １６～３２

３０８１－Ｇ １９８２ ．９ １９８２ ．１１ １０ ．１ １６～４８

３０８１－ＧＸ １９８４ ．２ １９８４ ．２ １１ ．Ｏ １６～６４

３０８１－Ｋ １９８１ ．１２ １９８２ ．９ １３ ．７ １６～４８

３０８１－ＫＸ １９８４ ．２ １９８４ ．２ １５ ．３ １６～６４

３０８４ －Ｑ １９８２ ．９ １９８３ ．１２ ２５ ．３ ３２～９６

３０８４ －ＱＸ １９８４ ．２ １９８４ ．２ ２７ ．３ ３２～１２８

（注）前出表Ｗ －１と同じ 。

（出所）「３０８Ｘの新モデルに秘めたＩＢＭのＸＡ戦略」『日経 コン

　　ピュータ』１９８４年４月１６日 ：「ＩＢＭ４３８１－３と３０８３－ＣＸはどち

　　らが買い得か？」同上誌，１９８４年１月７日 ，による 。

　（１６８）
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らに，８２年９月には ，３０８１－Ｄに代わるものとして３０８１－Ｇ， および上位モデル

としての３０８４－Ｑが発表された。こうして，３０８Ｘシリーズは３０８４の発表に至

って，上位から下位までの体系的なシリーズとしての形を整えた 。

　３０８Ｘシリーズは，さらに１９８４年２月に，それまでの６つのモデルを一気に

代替する６つのＸモデル（ＥＸ，ＢＸ，ＪＸ，ＧＸ，ＫＸ，ＱＸの６っのモデルからな

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４）
る）が発表され，体系全体のリフレ ッシュをすすめた 。

　　　３０８Ｘシリーズを代替する３０９０シリーズの導入

　ＩＢＭは，１９８５年２月 ，８０年代前半の大型機種３０８Ｘシリーズを継承するも

のとして，３０９０シリーズ，別称シエラ ・シリーズを発表した。最初に発表され

たのは，モデル２００および４００の２つのモデルであ った 。

　これらのモデルは，３０８Ｘシリーズと対比して，パフォーマンスの点で，大

きく改善された。ＣＰＵ処理能力では，３０８Ｘシリーズの最上位モデル

３０８４－ＱＸが２７ ．３ＭＩＰＳであ ったのに対して，３０９０シリーズでは，モデル２００

が２９３ＭＩＰＳ，モテル４００が５２７ＭＩＰＳを実現した（ＭＩＰＳ＝ Ｍ１１１．ｎ　Ｉｎ．ｔ。。。ｔ１．ｎ．

Ｐｅｒ　Ｓｅｃｏｎｄ．１ＭＩＰＳは ，ＣＰＵが１秒問に１００万命令を実行しうる能力を示す）。

　また，３０９０シリーズでは，３０８Ｘシリーズで採用された熱伝導モジ ュール

（ＴＣＭ）という新しいパ ッケージ技術と ，ＥＣＬ（Ｅｍｉ廿・・ Ｃ・ｕｐ１・ｄＬ・ｇｉ・）型の論

理回路の組み合わせによっ て， １８ ．５ナノ秒のサイクル ・タイムを実現した。ち

なみに ，３０８４－ＱＸではＴＴＬ（Ｔ。。ｎ．１．ｔ。。一 丁。。ｎ．１．ｔ。。 Ｌ．ｇ１。）型の論理回路を使 っ

ており ，サイクル ・タイムは２４ナノ秒であ った 。

　さらに実効スルー プットを対比してみると ，モデル２００は３０８０－ＫＸの，事務

計算では１ ．７～１ ．９倍，科学技術計算では１ ．９～２ ．９倍を可能にした。またモデル

４００は ，モデル２００の１ ．７～１ ．９倍を実現するものとな っていた 。

　王記憶容量についてみると ，３０８０－ＫＸで１６～６４メカハイト ，３０８０－ＱＸでは

３２～１２８メガバイトとなっ ていたのに対して，３０９０シリーズでは拡張記憶機構

を設定したことで，モデル２００で６４～２５６メガバイト ，モデル４００では１２８～２５６

メガバイトにまで拡大された 。

　　　　　　　　　　　　　　　　（１６９）
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　パフォーマンスの点でこのような改善を実現していたが，販売戦略の点から

考慮しなければならなかったことは，この３０９０シリーズの発表によっ て， １年

前に発表され，ようやく出荷が始まっ たばかりの３０８ＸシリーズＸモデルの

販売にマイナスの影響がでるようなことがないようにすることであ った。この

ため，３０９０シリーズは，価格性能比の上昇を意識的にコントロールするために ，

予想よりも高い価格で発表された。このため，３０８Ｘシリーズにたいするその

価格性能比の上昇は，３０３３に対する３０８１－Ｄの発表時よりも劣ることにな った 。

このような配慮は，かつての３０３３および４３００シリーズ発表時の価格政策による

販売計画，生産計画の混乱を教訓としたものであ った 。

　価格政策上，これまでのＩＢＭにみられなか った３０９０シリースの特徴は，売

切り価格と月額レンタル価格の比率を大幅に下げたことである 。モデル２００で

は， この比率が１２ ．２対１と設定され，さらに２００から４００へのグレード ・ア ップ

用のプロセ ッサ ・パッ ケージでは実に５ ．８対１とされた。いうまでもなく ，こ

れは，１年以上使用するなら買取ったが得であるということであり ，こうした

価格設定には，買取りの促進を図り ，レンタルや短期リースを抑制しようとい

う狙いがこめられていた 。

　３０９０シリーズは，１９８５年２月 ，２００，４００という２つのモデルの発表で姿を現

したが，その１年後，８６年２月にさらに２つの下位モデル，１５０および１８０が発

表された。これによっ て， 上下間に５倍の処理能力幅を擁する４つの基本モデ

ルが整備された 。

　その後，３０９０シリーズは，３段階の展開が図られた。第１段として ，１９８７年

１月 ，３００Ｅおよび６００Ｅの２つのモデルが追加されるとともに，既存の４つ

のモデルの機能強化が図られた。さらに，これに１２０Ｅ（１９８７年５月），２８０Ｅ

（１９８８年２月） ，５００Ｅ（１９８８年２月）の３つのモデルがモデル間の問隙を埋める

形で追加され，これによっ て， ３０９０シリーズは ，１２０Ｅ，１５０Ｅ，１８０Ｅ，２００Ｅ
，

２８０Ｅ，３００Ｅ，４００Ｅ，５００Ｅ，６００Ｅという１０倍の処理能力幅をもつ９つのモ

デルで構成されることになっ た。 これは，通常，３０９０－Ｅシリーズと呼ばれて

いる 。３０９０シリーズでは，１９８７年５月のモデル１２０Ｅ以降，記憶素子として１Ｍ

　　　　　　　　　　　　　　　　（１７０）
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ビットＤＲＡＭが採用された 。

　１９８８年７月 ，ＩＢＭは ，３０９０－Ｅシリーズを更新するＳシリーズ１０モデルを発

表した。これが第２段である 。８８年１０月には１００Ｓモデル，８９年２月には２５０

Ｓモデルが，さらにこれに追加され，Ｓシリーズは１９倍の処理能力幅をもつ合

計１２モデルから構成されることになっ た。 Ｓシリーズでは，最上位モデル６００

Ｓモデルの処理能力が１００ＭＩＰＳを超え，サイクル ・タイムは，Ｅシリーズの

１７ ．２ナノ秒からさらに１５ ．Ｏナノ秒へ高速化が図られた。また主記憶容量は，最

上位モデルで２５６メガバイトから最大５１２メガバイトにまで拡大された。これに

よっ て， ＳシリーズはＥシリーズに対比して，２０～３０％の性能の向上を実現

することになっ た。

　第３段は ，１９８９年１０月 ，さらにＳシリーズを更新するＪシリーズ１６モデル

の発表である 。このＪリーズでは，Ｓシリーズにくらべると ，上位モデルで

９％，下位モデルまで含めると２９％程度の処理能力の向上を実現し，サイクル

　タイムはＯ ．５秒の高速化が図られた。なお，このＪシリーズで，業界ではは
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５）
じめて拡張記憶機構に４Ｍビ ットＤＲＡＭが採用された 。

　＠　４３８１シリーズのモデル展開

　４３３１．４３４１シリーズをそれぞれ引き継ぐものとして ，４３６１ ．４３８１シリーズが

発表されたのは１９８３年から８４年のことであ ったが，８０年代後半に入 って ，これ

ら中型機種についても新たな展開が図られた 。

　まず４３８１シリーズについては ，１９８６年２月 ，３つのモデル（モデル１ ，２ ，

３）から成る基本モデルを更新する ，４３８１－１Ｘシリーズ４モデル（モデル１１
，

１２ ，１３，１４）が発表された（上記３０９０シリーズ ・モデル１５０，１８０と同時）。

　１９８７年５月には ，さらに４３８１－１Ｘシリーズを更新する４３８１－２Ｘシリーズ４

モデル（モデル２１ ，２２，２３，２４）が発表された。この２Ｘシリーズは，１Ｘシ

リーズが処理能力として１ ．５～６ ．ＯＭＩＰＳをカバ ーしたのに対して ，１ ．９～８ ．６

ＭＩＰＳをカバーすることになっ た。 また，サイクル ・タイムは，モデル１３，１４

では５６ナノ秒であ ったのに対して ，モデル２３，２４では５２ナノ秒を実現した 。

　　　　　　　　　　　　　　　　（１７１）
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４３８１シリー ズでは，この２Ｘシリーズから，記憶素子として１Ｍビ ット

ＤＲＡＭが採用された 。

　さらに１９８８年２月には，新世代アーキテクチ ュアＥＳＡ／３７０の導入にともな

い， これを利用できるプロセ ッサとして，新たに９１Ｅ，９２Ｅの２つのモデル

が追加され，また８９年２月にはモテル９０Ｅが追加された（新世代アーキテクチ ュ

アＥＳＡ／３７０の導入については，のちに説明する）。 そして，モデル９２Ｅへはモデル

２４から ，モデル９１Ｅへはモデル２３から ，またモデル９０Ｅへはモデル２２からそ

　　　　　　　　　　　　　６）
れぞれ移行できるものとされた 。

　（…）４３６１シリーズを代替する９３７ひ情報システムの導入

　４３６１シリースについては ，１９８６年１０月 ，これを代替するものとして ，４３６１と

４３８１の中間に位置する９３７０情報システムが新たに発表された 。

　この９３７０情報システムの特徴は，スモール ・ビジネスコンピュータ並の低価

格機であるにもかかわらず，アーキテクチ ュアとしては大型の３０９０シリースや

４３８１シリーズと同様のシステム３７０アーキテクチ ュアにもとづいており ，大型

機種とオペレーティング ・システムを共通にできる便利さをもっ ていたことで

ある 。したがって，それは，システム３７０アーキテクチ ュアの新しいエントリ

ー・ システムとして位置づけられるものであり ，利用形態としては，ホスト ・

システムとしてだけではなく ，オフィス ・システム ，部門システム，分散シス

テムとして，多様なアプリケーシ ョンに対応しうるものであ った 。

　９３７０情報システムは ，９３７３－２０．９３７５－４０．９３７５－６０．９３７７－９０という４つのモ

デルから成 っていた。処理能力としては，Ｏ ．５ＭＩＰＳから２ ．３ＭＩＰＳをカバ ー

するものであり ，最下位モデル９３７３－２０で９０ナノ秒，最上位モデル９３７７－９０で５０

ナノ秒のサイクル ・タイムを実現した。この９３７０情報システムでも ，記憶素子

　　　　　　　　　　　　　　　　　７）
として１Ｍビ ットＤＲＡＭが採用された 。

　　アーキテクチ ュアの革新　　ＥＳＡ／３７０の導入

ＩＢＭは，以上のような各レベルでのプロセ ッサの製品革新を展開しつつ ，

　　　　　　　　　　　　　　　（１７２）
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１９８８年２月 ，さらにそれらに共通するアーキテクチ ュアの革新として ，

ＥＳＡ／３７０（エンタープライズ ・システム ・アーキテクチ ュア３７０）の導入を発表した 。

　このＥＳＡ／３７０導入の意義をあきらかにするために，ここでＩＢＭにおけるア

ーキテクチ ュア革新の歴史について，振り返 ってまとめておく 。

　ＩＢＭが１９６４年，ｒ単一ライン」概念にもとづくシステム３６０を発表したこと

はすでにみたとおりであるが，コンピュータにｒアーキテクチ ュァ」という概

念が使われるようにな ったのは，このシステム３６０の導入からである 。ｒ単一ラ

イン」概念にもとづくシステム３６０の構築は，おのずから ，そのすべてのモデ

ルに共通する「アーキテクチ ュア」概念の採用を必要としたわけである 。

　第２段階は，システム３６０アーキテクチ ュアに対する最初の拡張としての ，

１９７０年に登場したシステム３７０アーキテクチ ュアの採用である 。このシステム

３７０アーキテクチ ュアの最大の特徴は，すでにみたように，バ ーチ ュアル ・ス

トーレジ ・システム ，つまり仮想記憶システムの実現を可能にしたことであ っ

た。

　第３段階は ，１９８１年，プロセ ッサ３０８Ｘシリーズの導入に並行した，システ

ム３７０拡張アーキテクチ ュア（Ｓ／３７０－ＸＡ）の採用である 。このアーキテクチ ュ

アの特徴は，プログラムとデータの入る１仮想アドレス空問を ，システム３７０

アーキテクチ ュアの１６メガバイト（２４ビ ット）から２ギガバイト（３１ビ ット）に

拡張し，実記憶および仮想記憶アドレッ シング能力を大幅に拡大したことであ

り， さらにチャ ネル ・サブシステムの性能と能力を大きく増大させたことであ

る。 このＳ／３７０－ＸＡの特徴を活用するために設計されたオペレーティング ・

システムが，ＭＶＳ／ＸＡとＶＭ／ＸＡで った 。

　そして，第４段階が，はじめに紹介した，１９８８年２月の，ＥＳＡ／３７０の導入

である 。このアーキテクチ ュアの特徴は ，Ｓ／３７０－ＸＡの２ギガバイトの仮想ア

ドレス空問に加えて，新たに複数の仮想データ空問（１データ空間はアドレス空

問と同じく２ギガバイト）をアーキテクチ ュアに組み入れたことである 。つまり ，

この　ＥＳＡ／３７０は ，１空問の大きさ（２ギガバイト）はＳ／３７０－ＸＡの場合と変

わらないが，複数の空間をサポートする拡張空問アドレ ッシング機構（ＡＡＳＦ）

　　　　　　　　　　　　　　　　（１７３）
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によっ てアドレス空間内のプログラムが直接アクセスできるデータ空問を複数

もたせることになり ，トータルの仮想空問域を大幅に拡張することになっ た。

これによっ て， １２８テラバイト（４７ビ ット）のアドレス空間を実現しうることに

なっ た。 そして，このＥＳＡ／３７０を活用するために設計されたオペレーティン

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　８）グ・ システムがＭＶＳ／ＥＳＡ，ｖＳＥ／ＥＳＡ，ＶＭｌＥＳＡである
。

　（３）１９９０年代ＩＢＭの汎用コンピュータ　　システム３９０の導入

　１９９０年代を迎えて，ＩＢＭは，１９９０年９月６日 ，予てから「サミット」の通

称で発表を注目されていた次世代汎用 コンピュータを「システム３９０」として

発表した。発表に際して，ＩＢＭはこれを「システム３６０の発表以来の大規模な

革新」と位置づけた 。

　ＩＢＭは，これまでシステム３６０，システム３７０という場合，それは，プロセ

ッサの命令語体系とそれを実行するプロセ ッサそのもの（ハードウェア）を総

称する ，いわゆるコンピュータ ・アーキテクチ ュァを意味していた（また，プ

ロセ ッサ３０３３が導入されるまでのところでは，それらはプロセ ッサそのものをも意味し

ていた）。

　しかし，今回ＩＢＭの発表したシステム３９０は，アーキテクチ ュアＥＳＡ／３９０

とプロセ ッサ ・シリーズＥＳ／９０００に止まらず，ＥＳＡオペレーティング ・シス

テム（ＯＳ） ・ファミリー（ＭＶＳ／ＥＳＡバ ージ ョン４ ，ＶＳＥ／ＥＳＡ，ＶＭ／ＥＳＡ），お

よびソリューシ ョン機能としての主要企業情報システム機能までを包括した

ｒシステム」とされた。このことを理解するために，ＩＢＭにおける汎用 コンピ

ュータ ・システムの歴史的な展開を図示してみると ，図Ｖ－１のようである 。

こうして，システム３９０という概念は，単にアーキテクチ ュアとプロセ ッサ ・

シリーズの革新に止まらない，より包括的な製品体系の革新を意味するものと

なっ た。 その意味では，これは「システム３６０の発表以来の大規模な革新」と

いっ てもいいものであ った 。

　システム３９０では，アーキテクチ ュアはＥＳＡ／３７０からＥＳＡ／３９０に代わ った 。

しかし，このＥＳＡ／３９０の採用は，アドレッ シング方法の点では ，Ｓ１３７０－ＸＡ

　　　　　　　　　　　　　　　　（１７４）
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図Ｖ－１　ＩＢＭ汎用 コンピュータ ・システムの展開
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困（注）「新しい企業情報システム機能」は，今後システム構築のために必要な分野にＩＢＭが集点を当てたもので ，

　エンター プライズ ・データ ，ネ ットワーキング，トランズアクシ ョン処理，システム管理，エンター プライ

　ズ ・セキ ュリティ ，クライアント ・サ ーバ ー， 適用業務開発，テクニカル ・コンピューティングの８つの分

　野のアプリケーシ ョンからなる 。

（出所）日本アイ ・ビー・ エム（株）『ＡＣＣＥＳＳ』１９９０年１０ ・１１ ・１２月号（Ｎｏ．１９０） ，１０ぺ 一ジ図１による 。

やＥＳＡ／３７０導入の際のような大きな変化をもたらすものではなか った。主要

な拡張点は，¢入出力構成の可能度を向上させるＥＳＣＯＮチャ ネル，　複数

システム構成をサポートするＳＹＳＰＬＥＸ　　高パフォーマンスの暗号化機構 ，

＠システムの可用性を高める動的再構成管理機能，などの採用 ，および（蔓）アド

レッ シング可能性の拡張，であ った 。

　他方，ハードウェアについてみると ，ＥＳ／９０００ファミリーは，具体的には ，

表Ｖ－３のように ，９２２１ ．９１２１ ．９０２１という３つのシリーズ，１８モデルから構

成されていた。これら３つのシリーズは，すでにみてきたようなこれまでの上

下３つのシリーズ，３０９０．４３８１ ．９３７０にそれぞれ対応する後継機種として位置

づけられていた。しかし，これらのモデルのうち，プロセ ッサ設計がこれまで

のものと大幅に異なる ，真に次世代機「サミット」といいうるのは，最上位モ

デル，９０２１シリーズ ・モデル８２０と９００だけであ った。これらのモデルでは，こ

れまでの設計になかった相互接続通信装置という新しい機構を採用し，システ

　　　　　　　　　　　　　　　　（１７５）
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表Ｖ－３　ＥＳ／９０００シリーズのモデル構成

プロセ ッサ名 モデル名 プロセ ッサ数 処理能力 主記憶容量
（ＭＩＰＳ） （Ｍｂ派ｅｓ）

１２０ １ １． ９

１３０ １ ３． ２
９２２１ １６～　２５６

１５０ １ ４． ７

１７０ １ ６． １

１９０ １ ７． ６ ３２～　１２８

２１０ １ １１ ．３

２６０ １ １４ ．８

９１２１

３２０ １ １８ ．１ ３２～　２５６

４４０ ２ ２７ ．２

４８０ ２ ３５ ．５

３３０ １ ２０ ．２ ３２～　１２８

３４０ １ ２１ ．８ ３２～　１２８

５００ ２ ４１ ．４ ６４～　２５６

５８０ ３ ５９ ．９ ６４～　２５６
９０２１

６２０ ４ ７１ ．８ １２８～　５１２

７２０ ６ １１２ ．１ １２８～　５１２

８２０ ４ １３２ ．８ ２５６～１ ，０２４

９００ ６ ２０１ ．８ ５１２～１ ，０２４

　　　　　　（出所）腿刊ＣＯＭＰＵＴＥＲＷＯＲＬＤ』１９９０年９月１７日による 。

ム制御装置を経由しないでチャ ネルと拡張記憶装置間で直接データを転送でき
　　　　　　　　　９）
るようになっ ていた 。

　ところで，上のようなシステム３９０が発表されてちょうど１年を経過した

１９９１年９月１１日 ，ＩＢＭは，さらにシステム３９０の新たな展開を発表した 。

　その一つは，ＥＳ／９０００にさらに７つのモデル（９０２１シリーズの中位モデル５４０
，

６４０ ，６６０，７４０の４つと ，９１２１シリーズの上位モデル４９０，５７０，６１０の３つ）が追加さ

れ， またすでに発表されている上位３モデル（９０２１シリーズのモデル７２０，８６０
，

９００。なお，モデル８６０は９１年４月に追加発表されたもの）については機能が強化さ

れたことである 。これによっ て， システム３９０はようやく次世代汎用 コンピュ

ータ「サミット」としての体系的な体裁をみせることになっ た。

　このようなハードウェア面でのシステム３９０の展開の基礎になっ たのは，３

つの新技術と２つの新しい設計思想の採用であ った 。

　新しい技術の第１は，論理回路ＩＣ技術の進歩である 。新たに採用された論

　　　　　　　　　　　　　　　　（１７６）
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理回路ＩＣでは，従来の２倍の回路密度，４倍のゲート数でチ ップ当たり最大

２， ＯＯＯゲートを実現し，従来より処理速度を４０％上昇させた。第２は基板技術

の進歩で，従来の３３層から６３層に基盤の高密化を図り ，入出カピン数を５０％増

加させた。そして第３は，さらにそれらをパッ ケージするＴＣＭ（熱ｆ云導モジ ュ

ール）技術の進歩で，これによっ てＴＣＭの必要個数を削減し，冷却効率を大

きく向上させた。ＩＢＭは，これらの新技術の採用によっ て， ９０２１シリーズが
，

単一プロセ ッサとしてもマルチプロセ ッサのレベルでも現存する汎用 コンピュ

ータで世界最高速を達成したと発表した 。

　新しい設計思想についてみると ，その第１は，すでに９０２１シリーズ最上位モ

テル８２０，９００では実現していた，相互接続通信装置を導入した設計の採用であ

る。 これによっ て， マルチプロセ ソサの構造においても接続通信，システム制

御， 記憶，演算処理の機能分化と二重，三重の相互接続を実現することになっ

た。 さらに第２は，いわゆるフォルト ・トレラント機能の拡充である 。これに

よっ て， 汎用 コンピュータとしてははじめて，予期せぬ故障の際や定期的な保

守・ 点検作業の際にも ，２４時問連続稼動が可能な設計を実現した 。

　しかし，１９９１年９月に発表されたシステム３９０の新展開を特徴づける最大の

ポイントは，そのソフトウェアにあ った 。

　ＩＢＭは，このシステム３９０の新モデルの発表に際して，同杜としては汎用 コ

ンピュータのＯＳにはじめて，これまでの独自ＯＳと合わせて，業界標準ＯＳ

としてのＵＮＩＸに対応するＯＳ，ＡＩＸ／ＥＳＡを開発 ・採用した。これまで

ＩＢＭは，ｒ自社製品だけで十分システム環境を提供できる」という姿勢を貫き ，

独自のＥＳＡ／ＯＳファミリーにこだわ ってきた。しかし，ＵＮＩＸによるオー プ

ン・ システム化（異機種問接続）の大きな流れのなかで，ＩＢＭもこのこだわり

を捨てざるをえなくなっ たわけである 。

　これによっ て， ＩＢＭの汎用 コンピュータは，他社製品を含めたＵＮＩＸシス

テム環境を一元的に管理できることになっ た。 もちろん，これが現実にどのよ

うな効果を生み出すかは，まだ定かではない。しかし，これまでのＩＢＭの行

動様式を念頭におくと ，この転換は，ＩＢＭの歴史にとっ ても ，世界のコンピ

　　　　　　　　　　　　　　　　（１７７）
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１０）
ユータ産業の歴史にとっ ても ，画期的な出来事といわなければならない 。

　　１）　日本電子機械工業会『ＩＣハンドブ ック（１９９０年版）』１９９０年，３４～３５ぺ 一ジ ：

　　　ｒ産業はとう変わる　半導体」『日経産業新聞』１９９０年３月１６日 ，なとを参昭 。

　　２）以上，４３００シリーズについては ，Ｕｔｔａ１，Ｂ
．，

Ｈｏｗ　ｔｈｅ４３００Ｆｉｔｓ　ＩＢＭ’ｓ　Ｎ
ｅｗ

　　　Ｓｔｒａｔｅｇｙ，ハｏ伽脇Ｊｕ１ｙ３０．１９７９　ｄｏ ，ＩＢＭ’ｓ　Ｂｕ耐１ｅ　ｔｏ　Ｌｏｏｋ　Ｓｕｐｅｒｈｕｍａｎ

　　　Ａｇａｍハ０７肋３，Ｍａｙ１９．１９８０「ＩＢＭ，１９８０年代にむけて４３００プロセ ソサを発

　　　表」『コンピュートピア』１９７９年４月号 ：情報産業研究会監修『ＩＢＭ１９７０年代の

　　　総括』（株）モースト ・アンド ・モア ，１９８０年，８９～１２１ ，２２３～２２５，２５１～２７２ぺ

　　　 一ジ ：（株）モースト ・アンド ・モア『ＩＢＭ企業分析（１９８２年度版）』
一１９８２年

，８９

　　　 ～９９ぺ一ジ ：『週刊 コンピューターワールド』１９８２年１１月８日 ，１９８３年１０月３日
，

　　　などを参照 。

　　３）熱伝導モジ ュール（ＴＣＭ）については，『週刊 コンピューターワールド』１９８２

　　　年７月１９日「ＴＣＭは８０年代ＩＢＭ大型機の戦略技術」 ：日本アイ ・ビー・ エム欄

　　　『図説 ・コンピュータの最前線』１９８３年，４～７ぺ一ジ，などを参照 。

　　４）以上，３０８Ｘシリーズについては，「ＩＢＭのコンピュータの “あるべき姿
’’

を

　　　示す３０８１プロセ ソサ　　日本アイ　ピー　エム ，Ｈシリース第１弾として３０８１

　　　を発表」『コンピュートピア』１９８１年１月号 ：（株）モースト ・アンド ・モア ，前

　　　掲書，４３～８８ぺ 一ジ　『週刊 コンピューターワールト』１９８２年４月１９日 ，１９８２年

　　　５月１０日 ，１９８２年９月２７日 ，１９８４年３月１２日 ：「３０８Ｘの新モデルに秘めたＩＢＭ

　　　のＸＡ戦略」『日経 コンピュータ』１９８４年４月１６日 ：西田昇平「いざＸＡの世界

　　　へ」『コンピュートピア』１９８４年５月号，などを参照 。

　　５）以上，３０９０シリースについては，「ＩＢＭシエラ　シリース　　その正体を探

　　　る」『日経 コンピュータ』１９８５年４月１日 ：「３０９０（シエラ）の延命を模索する

　　　ＩＢＭ」『日経 コンピュータ』１９８７年２月１６日　『週刊ＣＯＭＰＵＴＥＲＷＯＲＬＤ』

　　　１９８５年２月１８日 ，１９８６年３月３日 ，１９８７年２月２日 ，１９８７年６月１日 ，１９８８年８

　　　月８ ・１５日 ，１９８９年１１月６日 ：『日経ウォッ チャー・ ＩＢＭ版』１９８８年８月１日
，

　　　１９８８年９月１９日（付録），１９８９年２月６日 ，１９８９年２月２０日 ，１９８９年１０月３０日 ：

　　　「ＩＢＭ大型システムの動向」日本アイ ・ビー・ エム（株）『ＡＣＣＥＳＳ』１９９０年１

　　　　２月号（Ｎｏ．
１８６），などによる 。

　　６）４３８１シリースの展開については，『週刊ＣＯＭＰＵＴＥＲＷＯＲＬＤ』１９８６年３月

　　　３日 ，１９８７年６月１日 ，１９８９年３月２７日（ＥＸＴＲＡ），なとによる 。

　　７）９３７０情報システムについては，ｒ超小型 ・低価格汎用機，ＩＢＭ９３７０のインパク

　　　ト」『日経 コンピュータ』１９８６年１２月２２日 ：『週刊ＣＯＭＰＵＴＥＲＷＯＲＬＤ』１９８７

　　　年３月１６日（ＥＸＴＲＡ）「ＩＢＭ９３７０情報システム」『ＡＣＣＥＳＳ』１９８７年３　４月

　　　号（Ｎｏ．１６９） ，などによる 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（１７８）
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８）ＥＳＡ／３７０については ，「２４７バイト空問への道開いたＩＢＭのＥＳＡ／３７０」『日経

　コンピュータ』１９８８年９月１２日『週刊ＣＯＭＰＵＴＥＲＷＯＲＬＤ』１９８８年２月２２日
，

　１９８８年３月７日 ：『日経ウォッ チャー・ ＩＢＭ版』１９８８年２月２２日 ：「先進のＩＢＭ

　アーキテクチ ュア 　　ＥＳＡ，ＳＮＡ，ＳＡＡ」『ＡＣＣＥＳＳ』１９８９年４ 　５月号

　（Ｎｏ．
１８１） ，などによる 。

９）システム３９０の導入については，「ＩＢＭ，システム３９０で広範囲のシステム体系

　を規定」『日経 コンピュータ』１９９０年９月２４日　『週刊ＣＯＭＰＵＴＥＲＷＯＲＬＤ』

　１９９０年９月１０日 ：『日経ウォッ チャー・ ＩＢＭ版』１９９０年９月１７日 ：「新時代の幕開

　け　　ＩＢＭシステム／３９０」『ＡＣＣＥＳＳ』１９９０年１０　１１１２月号（Ｎｏ１９０），なと

　による 。

１０）１９９１年９月のシステム３９０の新展開については ，『日経産業新聞』１９９１年９月１２

　日　『週刊ＣＯＭＰＵＴＥＲＷＯＲＬＤ』１９９１年９月２３日　『日経ウォソ チャー　ＩＢＭ

　版』１９９１年９月２日 ，１９９１年９月１６日　「新世代への展開　　ＩＢＭシステム

　／３９０」『ＡＣＣＥＳＳ』１９９１年１０ ・１１ ・１２月号（Ｎｏ．
１９４） ，などによる 。

２． 「第４世代」のアメリカ汎用 コンピュータ産業

　　　　　業界再編成と製品戦略

　世界の汎用 コンピュータ産業は，すでに本稿シリーズ皿でまとめたように ，

ＩＢＭが依然として設置金額では６０４％，設置台数でも４８０％と ，圧倒的な市

場シェアを占める状態で１９８０年代を迎えた。ＩＣ技術の新しい展開と ，世界全

体で設置金額が２７倍の増加を示す状況のもとで，ＩＢＭをめくる競争もＩＢＭ

コンパチブルＣＰＵメーカーの登場を中心にして新たな様相の展開した１９７０年

代であ ったが，この「第３ ．５世代」の１０年間をとおして，ＩＢＭは積極的な製品

戦略の展開を軸に，世界汎用 コンピュータ市場で，結果的にはほとんど変わら

ないウェイトを占め続けた。このＩＢＭがさらに，１９８０年代をとおしてどのよ

うな製品戦略を展開したかは，すでに１でみたとおりである 。

　他方，ＢＵＮＣＨと呼ばれるＩＢＭ以外の伝統的なアメリカ汎用 コンピュータ

・メーカーは，メーカーによっ ては撤退したメーカーのコンピュータ事業を吸

　　　　　　　　　　　　　　　　　（１７９）
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収することで一時期そのシエアを上昇させることもあ ったが，１９７０年代をとお

して，全体としてそのシェアを停滞ないし後退させた。アメリカ ・メーカーの

なかでは，アムダール社をはじめとする新興のＩＢＭコンパチブルＣＰＵメー

カー が， 新たなシェアを獲得した 。

　ヨーロッパ ・メーカーについては，この問，各国政府の思惑も絡んだ ，

ＩＢＭに対抗するためのさまざまな企業問提携の試みがみられた。しかし，結

局， 世界市場でも ，またヨーロッパ市場そのものでも ，それほど大きな前進に

成功したとはいえなか った 。

　このようななかで，実際に獲得したシェアはまだ主要３社あわせても６ ．２％

程度であ ったが，日本メーカーの前進は注目に値するものがあ った。この背景

には，貿易と資本の自由化に備えるという大義のもとでの政府の積極的なグル

ープ化の指導と ，メーカー・ サイドでの激しい競争の存在が比較的にうまく結

合するという ，良条件があ った 。

　１９８０年代を迎えた段階での世界の汎用 コンピュータ産業の状況は，おおよそ

このようなものであ った 。

　ところで，すでに１でみたように，１９８０年代を迎えようとするとき ，引き続

くＩＣ技術の発展，超ＬＳＩの登場を背景にして，再びＩＢＭの主導のもとに ，

コンピュータは新たな世代，「第４世代」に突入した 。

　こうして，ＩＢＭの製品戦略によっ て切り拓かれることになっ た１９８０年代の

「第４世代」に，ＩＢＭに挑戦する世界の汎用 コンピュータ ・メーカーはどのよ

うな戦略を展開したか。まず，アメリカ汎用 コンピュータ ・メーカーをめぐる

動きをみる 。

　アメリカ ・コンピュータ産業は，１９８０年代前半は比較的に順調な成長をとげ

てきたが，１９８５年から８６年に未曾有の深刻な不況に見舞われた。このなかでと

くに大きな打撃を受けたのは汎用 コンピュータ ・メーカー であり ，またそのう

ちでも影響が深刻だ ったのは，ＩＢＭコンパチブル路線をとらないＢＵＮＣＨと

いわれる伝統的なメーカー であ った。このような状況を背景に，１９８０年代後半

には，新たな業界再編成が展開することになっ た。

　　　　　　　　　　　　　　　　（１８０）
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　他方，新興のＩＢＭコンパチブルＣＰＵメーカーについては，優勝劣敗がは

っきりし，生き残 ったアムダール社とＮＡＳ社（１９８９年以降は日立データ ・システ

ムズ社）は，着実にシェアを伸ばした。しかし，これらのアメリカＣＰＵコン

パチブル ・メーカーの成長の背後には，グロー バル化に向けた日本のコンパチ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１１）
ブルＣＰＵメーカー２社の積極的な企業提携戦略の展開があ った 。

　（１）ハロース社によるスペリー社買収　　ユニシス社（ＵＮＩＳＹＳＣｏＷｍｔｍ）

　　の形成

　商業用 コンピュータ第１号ＵＮＩＶＡＣ－１を出発点に，その展開を図 ってきた

スペリー・ ランド社も ，１９７０年代にはアメリカ汎用 コンピュータ産業でのシェ

アを７％台にまで落とし（世界市場では６ ．５％），シェア順位も第３位に下がった 。

スペリー・ ランド社は，１９７９年には社名をスペリー 社（Ｓｐ。。。ｙ　Ｃｏ．ｐｏ。。ｔｉｏｎ）と

変更して１９８０年代を迎えた
。

　スペリー杜はそれまで数多くの企業合併を重ねてきた結果，事業分野がコン

ピュータ ，半導体，国防 ・航空関係の誘導制御システム ，農業機械，産業機械

など，広範囲にわた っていた。しかし，スペリー社の場合，このような事業分

野の分散化が主力事業としてのコンピュータ事業の展開，とりわけその急速な

技術革新への対応に障害となっ ていることがあきらかなっ てきていた。スペリ

ー社は，１９８２年以降，このような企業体質の改善に着手し，事業分野を整理し

てエレクトロニクス関連事業に重点を絞っていくことになっ た。

　他方，バロース社も ，１９７０年代後半から８０年代にかけて深刻な業績不振に陥

った 。１９８１年１月 ，バロース社の再生の期待を担って最高経営責任者 ・会長に

フルメンソール（Ｗ　Ｍ　Ｂ１ｍ・ｎｔｈ・１）が就任した。そして，かれの王導のもと

で， バロース社再生５カ年計画がすすめられ，盛り返しに成功した 。

　しかし，１９８５年から８６年にアメリカ ・コンピュータ産業を襲 った未曾有の不

況のなかで，両社とも ，再び業績悪化に陥 った。このような状況のなかで，バ

ロース社会長ブルメンソールは，「世界市場で１０％以上のシェアがないと
，

ＩＢＭに対抗する今後の研究開発競争に付いていけない」という強い危機感か

　　　　　　　　　　　　　　　　（１８！）
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ら， １９８６年５月 ，スペリー社の買収を成功させた。この結果，両社は合体し ，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１２）
新会社は，１９８７年１月より ，新社名をユニシスとしてスタートした 。

　両社はこうして新会社としてスタートしたが，コンピュータのアーキテクチ

ュアについては統合を図らず，これまでのそれぞれのアーキテクチ ュアに沿 っ

て製品開発がすすめられた 。

　ハロース社の系統についてみると ，同社は，１９８４年，それまでの主力機種で

あっ たＢシリーズに代わるＡシリーズを発表した。Ａシリーズは，超大型機

からミニコンピュータまで幅広いモデルを揃えており ，ＯＳについては，マス

ター・ コントロール ・プログラム（ＭＣＰ／ＡＳ）で統一されているのが特徴であ

る。 Ａシリーズは，１９８４年１月 ，Ａ９システムとＡ３システムの発表にはじ

まり ，以後，１９９１年の最上位機Ａ１９システムの発表に至るまで，展開が続い

ている 。バロース社の系列では，こうしてＡシリーズを拡充する一方で ，

１９８５年３月より ，従来のＢシリーズのアーキテクチ ュアを受け継いだＶシリ

ーズを発表している 。

　他方，スペリー社の系統についてみると ，同社は，１９８６年より ，従来の主力

機種であ ったＵＮＩＶＡＣ１１００シリーズ（１９７４年発表）を引き継いだＵＮＩＶＡＣ

２２００シリーズの発表を開始した。以後，順次１１００シリーズの各レベルのモデル

を２２００シリーズのモデルで代替してきており ，最下位モデル２００から ，１９９１年

３月に発表された最上位モデル９００まで，各レベルのモデルが整備されてきて

いる 。

　こうして１９８０年代後半をとおして，ユニシスは合併した２社の従来の系統の

コンピュータを並行して開発してきたが，他方ではいずれこれらの統合が課題

であ った。このような課題に応えるために ，１９９０年１０月 ，ユニシスは，従来の

異なる製品ライン同士の接続および業界標準のオー プン ・システムとの接続を

可能にする「ユニシス ・アーキテクチ ュア」を発表した。１９９１年３月に発表さ

れたＵＮＩＶＡＣ２２００ ・モデル９００はそれにもとづく最初の汎用 コンピュータで

あっ た。

　合併後のユニシスは，上のような新製品の意欲的な投入や，コスト削減策の

　　　　　　　　　　　　　　　　（１８２）
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推進，組織改革などにより ，当初業績は比較的順調に推移した。しかし ，１９８９

年以降，再びアメリカ汎用 コンピュータ産業が停滞に見舞われていることもあ

り， 業績低迷が続いている 。

　（２）ハネウェル社 ・ブル社 ・日本電気共同出資によるブルＨ．Ｎ．インフォ

　　メーション ・システムス社（Ｂｕ１１Ｈ　Ｎ　Ｉｎｆｏｍ・ｔ・・ｎ　Ｓｙ・ｔ・ｍｓ　Ｉｍ）の形成

　　と ，ハネウェル社のコンピュータ事業からの撤退

　１９７０年代に，スペリー社を抜いて第２位を占めるようになっ たのは，ハネウ

ェル社であ った（１９８０年のアメリカ汎用 コンピュータ産業でのシェアは９ ．３％，世界市

場では７ ．３％）。ハネウェ ル社は ，１９７０年，ＧＥ社がコンピュータ事業から撤退

した際，これを買収 ・合併し，この合併契約にもとづき ，同年１０月 ，子会社ハ

ネウェ ル・ インフォメーシ ョン ・システムス社（Ｈｏｎｅｙｗｅ１１ＩｎｆｏｒｍａｔｌｏｎＳｙｓｔｅｍｓ

Ｉｎｃ．通称ＨＩＳ）を設立した。そして，これがハネウェ ル杜とＧＥ社のコンピュ

ータ事業を引き継ぐことになっ た。 さらに，１９７５年には ，ゼロッ クス杜のコン

ピュータ事業からの撤退に際しても ，その事業を吸収した。この結果，１９７０年

代にハネウェル杜（ＨＩＳ社）は，業界第２位に浮上した 。

　ハネウェ ル社（ＨＩＳ社）は ，１９７９年，ＩＢＭ３０３Ｘシリーズに対抗する大型機

種ＤＰＳ８シリーズを発表し，１９８０年代に入 って，８０年には中型機種ＤＰＳ７

シリーズ，小型機種ＤＰＳ６シリーズを発表した。さらに１９８２年にはＩＢＭ３０８

Ｘシリーズに対抗してＤＰＳ８８シリーズを ，また８５年にはＩＢＭ３０９０シリーズ

に対抗して同杜の最上位機種ＤＰＳｇＯシリーズを発表した 。ＤＰＳ　ｇＯは ，１９８４年

の日本電気との提携により ，ＡＣＯＳ　ｌＯＯＯをべ 一スにしたものであ った 。

　しかし，ハネウェ ル社は創立１００周年を迎えた１９８５年，オートメーシ ョンと

制御システム技術分野をコア ・ヒジネスとして資源を集中する将来の成長戦略

を打ち出した。そして，この間ＩＢＭとの競争で苦境に立つコンピュータ事業

からは漸次撤退を図ることとなり ，この方向に沿って ，１９８６年１１月 ，ハネウェ

ル社は，フランスのマシン ・ブル社および日本電気と ，共同出資で新会杜ハネ

ウェ ル・ ブル社を設立し，ＨＩＳ社のコンピュータ事業を新会社に引き継ぐと
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ことになっ た。 新会社ハネウェ ル・ ブル社は１９８７年３月発足した。発足当初の

出資比率は，ハネウェ ル社とマシン ・ブル社がそれぞれ４２ ．５％，日本電気が

１５ ．Ｏ％であ ったが，契約によっ て２年後の８８年１２月にはハネウェ ル社の比率は

１９ ．９％まで引き下げられ，新会社の主導権はマシン ・ブル社が握ることになっ

た。 これを受けて，１９８９年１月からは，社名もブルＨ．Ｎ．インフォメーシ ョン

・システムズ社と改められた 。

　この共同出資の新会杜のもとで，１９８７年４月にはＩＢＭ９３７０に対抗するＤＰＳ

７０００シリーズ，同年６月にはＩＢＭ３０９０および４３８１シリーズに対抗する大型機

種ＤＰＳ８０００シリーズ，そして８８年１１月には最上位機種ＤＰＳ　ｇ０００シリーズが

　　　　１３）
発表された 。

　さらに１９９１年４月には，ハネウェ ル社の全持ち株がマシン ・ブル杜に売却さ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１４）
れた。これによっ て， ハネウェ ル社は完全にコンピュータ事業から撤退した 。

　（３）ＣＤＣ社の低迷

　ＣＤＣ社は，１９５７年，スペリー・ ランド社ユニバッ ク事業部からスピンアウ

トしたノリス（Ｗ．Ｃ．Ｎｏ。。ｉ。）ら８人の技術者によっ て設立された。同社は，超

大型 コンピュータ ，とくに科学技術計算用 コンピュータの専業メーカーとして

スタートした 。

　１９７４年に，ＣＤＣ社は同社初のスー パーコンピュータＳＴＡＲ１００を発表し
，

スー パーコンピュータ市場に参入した。その後，ＳＴＡＲ１００の後継機として

１９７９年にＣＹＢＥＲ２０３，８０年にはＣＹＢＥＲ２０５なとを発表し，スー パーコンピ

ュータは同社の王力製品の１つとなっ た。

　しかし，１９８５～８６年，アメリカ ・コンピュータ産業を襲 った不況では，汎用

コンピュータ ・メーカーのなかでもとくにＣＤＣ社が大きな痛手を受けた 。

ＣＤＣ社はすでに１９８４年から ，とくに周辺機器事業の不振から業績が悪化して

いたが，これがコンピュータ産業の不況のなかで一気に吹き出た感があ った 。

１９８５，８６年にＣＤＣ社は赤字決算を余儀なくされ，売上高もマイナスを記録し

た。 その後，不採算部門の売却や他社との提携の見直しによっ て辛ろうじて黒

　　　　　　　　　　　　　　　　　（１８４）
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字状態をとりもどしたが，８８年後半には再びコンピュータ事業の不振で赤字に

転落し，８９年４月 ，売りものであ ったスー パーコンピュータ事業から撤退した 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１５）
そして，１９９０年以降も不採算部門の整理など，経営の改革が続いている 。

　この間，ＣＤＣ社は，汎用 コンピュータとしては，１９８４年４月に，従来の

ＣＹＢＥＲ１７０ファミリーを継承するＣＹＢＥＲ１８０ファミリーを発表したが，８８

年２月にはさらにこれを引き継くＣＹＢＥＲｇＯＯファミリーを ，また８９年１０月に

は汎用 コンピュータ最上位機としてＣＹＢＥＲ２０００を発表している 。スー パー

コンピュータとしては，ＣＹＢＥＲ２０３，２０５のあと ，１９８７年６月に ，ＥＴＡ１０を

発表している 。

　（４）ＡＴ＆丁社によるＮＣＲ社の買収

　ＮＣＲ社はコンピュータ事業への参入ではスペリー社に次いで古い歴史をも

つが（１９５２年），以後，アメリカ汎用 コンピュータ市場では大体２％程度のシェ

アで推移し，１９８０年代を迎えた
。

　ＮＣＲ社の主要な顧客にはキャッ シュレジスタや会計機で築き上げた信用で

金融や流通関係の中小企業が多か った。したがって ，１９８０年代に入 ってアメリ

カ経済を襲 った長期にわたるリセ ッシ ョンや企業の買収 ・合併の嵐のあおりで ，

これらの分野の中小企業がとくに痛手を被った際に，ＮＣＲ社の業績も厳しい

状況に追い込まれた。これを契機として，ＮＣＲ杜は，未開拓であ った大企業

市場へも積極的に進出を図るという ，新たなマーケティング戦略の展開をすす

めた 。

　１９８５～６年のアメリカ汎用 コンピュータ参入の不況のなかでは，ＮＣＲ社も

厳しい状況に立たされた。しかし，ＮＣＲ杜は１９８０年代当初の困難を克服して

以後は，１９８０年代をとおして，比較的に安定した業績を維持した 。

　ＮＣＲ社の汎用 コンピュータは，１９７６年から発表がはじまっ たＶ－８０００シリ

ーズが８０年代に入 っても展開されてきたが，１９８６年４月には ，Ｖ－８０００シリー

ズの最上位機を更新して，ＮＣＲ９８００シリーズを発表した。さらに ，１９９０年９

月には，同社の従来の全製品ラインを全面的に更新するＳｙｓｔｅｍ３０００を発表し
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た。 このＳｙｓｔｅｍ３０００は ，当面は３３００．３４００．３５００の３つの製品レベルから構

成されているが，１９９２年下期までにはラ ップトッ プ機の３１００から大型機の３７００

まで，７つのレベルでの整備を予定しているという 。

　ＮＣＲ社の製品分野は，コンピュータの他に，伝統的なキャッ シュレジスタ ，

ＰＯＳシステム ，データ通信システム，ビシネスフォームなど多岐にわた って

いる 。とくにキャッ シュレジスタ ，ＰＯＳシステムでは世界最大のシェアを擁

している 。

　ところで，このＮＣＲ社に対して ，１９９０年１１月 ，ＡＴ＆丁社が買収を申し入

れた 。

　ＡＴ＆丁社は，１９８４年１月 ，合衆国司法省との独占禁止法訴訟の決着（同意

審決）に伴い，地域電話事業を７つの新会社に分離したのと引き換えに，コン

ピュータ事業に進出した。そして，１９８４年３月 ，スーパーコンピュータからパ

ーソナル ・コンピュータまでをカバーした３Ｂファミリーの発表を皮切りに ，

この間，とくにミニコンピュータ ，パーソナル ・コンピュータを中心に積極的

な製品展開を図 ってきた。しかし，同社のコンピュータ事業は，ミニコンピュ

ータ市場の不振とパーソナル ・コンピュータにおける過当競争の影響で黒字に

転化することはなく ，１９８４年から９０年の問に２０億ドルの累積赤字を計上したと

いわれる 。

　そこで，ＡＴ＆丁社は，コンピュータ事業を自前で展開することの行き詰ま

りから ，改めて他社の買収による巻き返しに出た。そして，その対象として狙

われたのがＮＣＲ社であ った 。

　当初１株８５ドルで提案された，ＡＴ＆丁社によるこの買収交渉は，難行した 。

しかし，結局，１９９１年５月 ，１株１１０ドル，総額７４億８ ，０００万ドルでＡＴ＆丁

社によるＮＣＲ社の買収が成立した。こうして，１００年を超える歴史をもつ ，

アメリカでも屈指の伝統企業ＮＣＲ社は，その独立会社としての歴史を閉じる
　　　　　１６）
ことになっ た。

（１８６）
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　（５）生き残 ったＩＢＭコンパチフルＣＰＵメーカー 　　アムタール社と

　　ＮＡＳ（ＨＤＳ）社

　１９７５年６月 ，アムダール杜が発表した４７０Ｖ－６を皮切りに，ＩＢＭ機用のソ

フトウェアがそのまま使えるＣＰＵ，つまりＩＢＭコンパチブルＣＰＵの市場が

急速に広がることになっ たことは，すでにのべたとおりである 。

　アムダール社の成功後，ＩＢＭコンパチブルＣＰＵ市場には，新規参入が相

次いだ。これらのＩＢＭコンパチブルＣＰＵは，対応するＩＢＭ機のモデルに比

べて，コスト ・パフォーマンスで上回 っていることが，そのセールスポイント

であ った。ＩＢＭは，周辺機器についてはすでに存在しているコンパチブル ・

メーカーを意識して意識的に低価格政策をとる一方，ＣＰＵについては，これ

までそれに成功した例がないこともあ って，利益率重視の高価格政策をとっ て

いた。コンパチブルＣＰＵメーカーは，まさにこのＩＢＭのＣＰＵ高価格政策の

弱点を突いて登場したわけである 。

　しかし，ＩＢＭは，１９７９年にコスト ・パフォーマンスを飛躍的に高めた「第

４世代」コンピュータ ，４３００シリースを発表し，さらに８０年には大型汎用 コン

ピュータ３０８Ｘシリーズを発表して，これらのコンパチブルＣＰＵメーカー へ

の反撃に出た。この結果，１９７０年代末から８０年代はじめにかけて，多くのコン

パチブルＣＰＵメーカーは業績不振に陥り ，弱小メーカーは撤退を余儀なくさ

れた 。

　１９７９年には，リース会社のアイテル社がコンピュータ事業を半導体メーカー

であるナシ ョナル ・セミコンダクタ社に売却した。ナシ ョナル ・セミコンダク

タ社は，１００％持ち株の子会社ナシ ョナル ・アドバンスド ・システムズ社

（Ｎａｔｌｏｎ．１Ａｄｖ．ｎ。。ｄ　Ｓｙ．ｔ．ｍ． Ｃ。。ｐｏ。。ｔ１ｏｎ　通称ＮＡＳ）を設立して，本格的にコン

ピュータ事業に乗り出すことになっ た。 なお，アイテル社およびそれを引き継

いだＮＡＳ社のコンピュータ事業を支えたのは，日立製作所によるコンパチフ

ルＣＰＵ（日立Ｍシリーズの修正版）のＯＥＭ供給であ った 。

　また，１９８２年にはナノデータ社が撤退し，８１年にはマグナソン ・システムズ

社が倒産した 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　（１８７）
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　このなかで，生き残 ったのは，アムダール社とＮＡＳ社であ った 。

　アムダール社は，すでに本稿シリーズ皿でその製品開発の経過をみたように ，

その筆頭株主が富士通であり ，富士通よりコンパチブルＣＰＵのＯＥＭ供給を

受ける ，富士通の事実上のアメリカ子会社となっ ている 。富士通は，１９８４年４

月に大株主ハイサ ー社（Ｈｙ。。。 Ｃ。。ｐｏ。。ｔ１．ｎ）の持ち株とその他の株を取得し
，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　１７）
現在の持ち株比率は ，４４ ．３％となっ ている 。

　アムダール社は，この間，代表的なコンパチブルＣＰＵメーカーとして ，

ＩＢＭが新製品を発表すると ，すぐその対抗機を発表してきた。１９８０年ＩＢＭが

３０８Ｘシリー ズを発表すると ，５８０シリーズを発表し，８５年２月ＩＢＭが３０９０シ

リーズを発表すると ，同年１０月に対抗機５８９０を発表した 。５８９０は，２プロセ ッ

サのモデル２００と３００，および４プロセ ッサのモデル６００の３モデルから構成さ

れており ，その製作には，富士通より半完成品の供給を受け，アムダール社が

組み立てるという形がとられた 。

　１９８７年１月 ，ＩＢＭが３０９０シリーズの改良版３０９０－Ｅシリーズをすると ，アム

タール社は５８９０のシリースＥを発表して，これに対抗した。また ，１９８８年２

月には，ＩＢＭが新アーキテクチ ュアＥＳＡ／３７０とそのオペレーティング ・シス

テムＭＶＳ／ＥＳＡを発表したが，これに対してアムダール社は，１９８８年５月
，

超大型機５９９０を発表し，ＩＢＭの新しいオペレーティング ・システムヘの対応

を図 った 。

　さらに，１９９０年９月には，ＩＢＭがＥＳ／９０００を発表すると ，その対抗機とし

て， ５９９５を発表している
。

　ＮＡＳ社も ，この間，コンパチブルＣＰＵメーカーとして，ＩＢＭの新製品に

積極的に対抗機を発表してきている 。それを支えたのは日立製作所のＯＥＭ供

給である 。１９８５年にはＩＢＭ３０９０シリーズに対抗してＡＳ／ＸＬシリーズを ，８７

年にはＩＢＭ３０９０－Ｅシリーズに対抗してＡＳ／ＶＬシリーズを，さらに８９年には

ＩＢＭ３０９０－Ｓシリーズに対してＡＳ／ＥＸシリーズを発表している 。

　しかし，１９８８年に，ＮＡＳ社は業績不振に陥り ，親会杜のナシ ョナル ・セミ

コンダクタ杜はＮＡＳ社を売却したいと考えるに至 った。そこで，１９８９年２月
，

　　　　　　　　　　　　　　　　（１８８）
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日立製作所は自動車メーカーＧＭ社の情報処理分野の子会社エレクトロニッ

ク・ データ ・システムズ社（Ｅ１ｅｃｔ．ｏｎｉｃ Ｄａｔａ Ｓｙｓｔｅｍ．Ｉｎｃ．通称ＥＤＳ）との共同

出資で（出資比率は，日立が８０％，ＥＤＳ杜が２０％），日立データ ・システムズ社

（Ｈ１ｔａｃ ｈ１ Ｄａｔａ ＳｙｓｔｅｍｓＩｎｃ 通称ＨＤＳ）を設立し，ＮＡＳ社をナシ ョナル　セミ

コンダクタ社から３億９ ，８００万ドルで買収した。こうして，ＮＡＳ社は，事実

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１８）
上， 日立製作所のアメリカ子会社となっ た。

　１９９０年６月には，このＨＤＳ社から ，ＩＢＭのＥＳ／９０００に対抗する ，ＥＸ３１０
，

ＥＸ４２０が発表されている 。

　（６）汎用コンピュータ市場への新規参入

　１９７０年代後半にＩＢＭコンパチブルＣＰＵメーカーの参入があ って以来，汎

用コンピュータ市場へは目立 った参入はなか った。しかし，１９８９年以降，これ

までミニコンピュータなど小型のコンピュータ市場で成功したメーカー が， 相

次いで汎用 コンピュータ市場の参入してきた 。

　１９８９年１０月に，まずフォルト ・トレラント ・コンピュータの分野のパイオニ

アであるタンテム ・コンピュータス社（Ｔａｎｄ・ｍＣｏｍｐｕｔｅ・・Ｉｎ・）が，オンライ

ン・ トランズアクシ ョン ・プログラミングができる大型汎用 コンピュータ ，

ＮｏｎＳｔｏｐ　Ｃｙｃ１ｏｎｅ を発表した。このシステムは，処理速度が１０ＭＩＰＳのＣＰＵ

４台より構成され，これを４システムまで拡張することが可能で，最高１６０

ＭＩＰＳの性能を実現しうるとされている 。

　同月 ，これに続いて，「ミニコンのＩＢＭ」ＤＥＣ社が，同社の主力ＶＡＸシ

リーズの最上位機種ＶＡＸ　ｇＯＯＯシリーズ（５モデル）を発表し，汎用 コンピュ

ータ市場に参入した。このシリーズを構成するＣＰＵは１台で３０ＭＩＰＳの処理

速度をもち，最上位の４ＣＰＵモデルでは，最大１１７ＭＩＰＳを実現できるとさ

　　　１９）
れている 。

　翌１１月には，ミッ プス ・コンピュータ社（Ｍｉｐ・ Ｃｏｍｐｕｔ・・Ｉｎ・．）が，独自の

ＲＩＳＣ技術により ，５５ＭＩＰＳの処理速度を実現する汎用 コンピュータ ，ＲＣ

６２８０を発表した
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　（１８９）
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　さらに１９９０年１月には，ＤＥＣ社と並ぶミニコンピュータの大手メーカー

ヒュレ ソト ・パソ カード杜（Ｈ．ｗ１．ｔｔ－ Ｐ。。ｋ。。ｄＣｏ）が，同社の主力ＨＰ３０００シ

リーズの最上位モデル，ＨＰ３０００シリーズ ・モデル９８０／２００を発表して，汎用

コンピュータ市場に参入した。モデル９８０／２００は１００ＭＩＰＳの処理速度を達成

するとされている 。

　こうして，ミニコンピュータの大手２つのメーカーを中心にして，小型 コン

ピュータ市場で成功したメーカー が相次いで汎用 コンピュータ市場に参入する

ことになっ た。

　この背景にあるのは，とくに小型 コンピュータ市場の競争構造の変動である 。

小型 コンピュータ市場では，１９７０年代以降，コスト ・パフォーマンスがよく ，

またネ ットワーク機能に優れたミニコンピュータが順調な成長を続けてきた 。

しかし１９８０年代後半に入 ってから ，ＩＣ技術の発展を背景に，ミニコンピュー

タより低価格のパーソナル ・コンピュータやワークステーシ ョンが急速にその

性能を高度化させてきたため，ミニコンピュータ市場の成長が大きく脅かされ

ることになっ た。 また，ＵＮＩＸなどのいわゆるオー プン ・システムの普及も

従来ミニコンピュータが支配していた市場での競争を激しくし，ミニコンピュ

ータ ・メーカーの業績を圧迫し始めた。さらに，汎用 コンピュータの下位機種

によるミニコンピュータ市場の浸食も ，これに加重することになっ た。

　このような上下からの市場の浸食のなかで，ミニコンピュータ ・メーカーは

新たな活路を見出す必要に迫られた。このような状況のなかで，ミニコンピュ

ータ ・メーカー が選んだ一つの道が，すでに成長が鈍化してきているとはいえ ，

大市場である汎用 コンピュータ市場への進出であ った。それは，これまでのミ

ニコンピュータの上位機種の強化という方向から必然的に出てくる路線でもあ

った 。

　しかし，これらミニコンピュータ ・メーカーの汎用 コンピュータ市場への新

たな参入は，すでに市場が成熟段階にはいっ ている状況を考えると ，その成功

は容易ではない。また，それが成功した場合，それはそれで新たな市場再編成
　　　　　　　　　　　　　２０）
の要因となることは間違いない 。

　　　　　　　　　　　　　　　　（１９０）
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１１）以下，アメリカ ・メーカーの動向については，全体として日本電子計算機（椥

　『ＪＥＣＣコンピュータ ・ノート』各年版，とくに１９９１年版の第５章ｎの２「米国

　のコンピュータ企業」（１９４～２９６ぺ一ジ）による 。

１２）『日経産業新聞』１９８６年５月２９日『週干１」ＣＯＭＰＵＴＥＲＷＯＲＬＤ』１９８９年６月

　９日 ：「バロースがスペリーの買収作戦を展開」『日経 コンピュータ』１９８６年５月

　２６日 ，などを参照 。

１３）　日本電子計算機欄，前掲書，１９９１年版，２３８ぺ 一ジ 。

１４）『日経産業新聞』１９９１年７月１１日 。

１５）『日経産業新剛１９８９年４月１９日 。

１６）『日経産業新聞』１９９１年５月７日 ：「ＡＴ＆ＴによるＮＣＲの買収」『日経 コンピ

　ュータ』１９９１年５月２０日 ，などを参照 。

１７）　『日経ウォッ チャー・ ＩＢＭ版』１９８９年５月１日 。

１８）　『日経ウォッ チャー・ ＩＢＭ版』１９８９年３月６日 。

１９）　『日経産業新聞』１９８９年１０月２６日
。

２０）『日経産業新聞』１９９１年７月４日 。

３． 「第４世代」のヨーロッパ汎用 コンピュータ産業

　　　　　業界再編成と製品戦略

　すでに本稿シリーズ皿までにみたように，ヨーロッパ（東欧 ・旧ソ連は除く）

の汎用 コンピュータ市場は，ＩＢＭをはじめとするアメリカ ・メーカー が圧倒

的なシェアを握る状態になっ ていた。そのなかでもとくにＩＢＭのシェアが大

きく ，１９８０年の時点で ，設置台数ではヨーロソパ市場全体の４２８％，設置金額

では５８ ．７％を占めていた 。

　このような市場状況のなかで，ヨーロッパ ・メーカーとしてこれに対抗しえ

ていた汎用 コンピュータ ・メーカーは，イギリスのＩＣＬ社，フランスの

ＣＩＩ－ＨＢ社，西ドイッのシーメンス社にとどまっ ていた。しかも ，そのシェア

は， 膝元のヨーロッパ市場でも ，ＩＣＬ社，シーメンス社でそれぞれ６～７％

台， またＣＩＩ－ＨＢ社で１０５％を占める程度であ った（設置金額べ 一ス）。 ただ ，

ＣＩＩ－ＨＢ社は，ハネウェ ル社の影響下にあ った 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　（１９１）
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　１９８０年代に入 って，このようなヨーロッパのコンピュータ ・メーカーを取り

巻く競争状況は一段と厳しさを増すことになっ た。 そのなかで，ヨーロッパ ・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２１）メーカーはその存亡を賭けて，さまざまな企業提携を模索することになっ た。

　（１）富士通によるＩＣＬ社買収

　ＩＣＬ社は，１９７９年に登場したサ ッチャー保守党政権のもとでの産業政策の

見直しによっ て， １９８０年，企業庁（ＮＥＢ）の保有していた株式（２５％）が民問

に売却され，完全な民間企業として再出発した 。

　もとより ，ＩＣＬ社は，大型汎用 コンピュータからパ ーソナル ・コンピュー

タまでを擁するヨーロッパを代表するコンピュータ ・メーカー であ った。しか
し， ＩＣＬ社は，１９８４年８月 ，アメリカＩＴＴ社（Ｉｎｔ・ｍ・七〇ｎ・１Ｔ・１・ｐｈｏｎ・・ｎｄ

Ｔｅ１ｅｇｒａｐｈＣｏｒｐｏ．ａｔ１ｏｎ）のイキリス子会社ＳＴＣ社（Ｓｔａｎｄａ．ｄＴｅ１ｅｐｈｏｎｅｓａｎｄ

Ｃ・ｂ１ｅ・ Ｃｏ．）との問で売却交渉が成立し，売却金額４億１ ，１２０万ボンドでＳＴＣ

社の１００％持ち株子会社となっ た。 これは，当時世界の有力なコンピュータ ・

メーカーおよぴ通信サーピス企業がそれぞれ通信関連事業，コンピュータ事業

に進出し，コンピュータ事業と通信関連事業を結合しようとする動きのなかで
，

通信サ ービス企業ＳＴＣ社が図 った コンピュータ事業買収戦略であ った 。

　他方，ＩＣＬ社は，技術革新の激しいコンピュータ産業で競争力を強化する

ために，１９８１年９月 ，富士通と技術およぴ販売の両面での提携を結ぴ，さらに

１９８４年６月にはこれを１９９１年までとすることで合意した。これ以後，ＩＣＬ社

は， 大型汎用 コンピュータでは富士通の技術援助あるいはＯＥＭ供給を受ける
　　　　　２２）
ことになっ た。

　この契約の下で，ＩＣＬ社は１９８５年，富士通との技術強力にもとづく汎用 コ

ンピュータ ，シリーズ３９の発表を開始した。１９８９年２月には，上位モデルとし

て， レベル４５，５５，６５の３つのモデルを発表した。さらに１９９１年３月には，シ

リーズ３９のＳＸシリーズを発表した 。

　しかし，１９８０年代末に至り ，ＳＴＣ社は自らの業績建て直しのため，ＩＣＬ社

の売却を考えるに至 った。そして ，１９９０年１１月３０日 ，富士通が買収金額７億

　　　　　　　　　　　　　　　　（１９２）
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４， ３００万ポンド（約１ ，８５０億円）でＩＣＬ社の株式８０％を買収した 。

　富士通は，これによっ て， アメリカでのアムダール社に加えて，ヨーロッパ

ではイギリスの名門 コンピュータ ・メーカー ＩＣＬ社を子会社とし，全体と

して日 ・米 ・欧３極にわたるグロー バル ・ネ ットワークの構築をめざす足がか

りをつかむこと成功した。またこれによっ て， 連結べ一スの売上高では，富士

通はＤＥＣ社を抜き ，世界第２位のコンピュータ ・メーカーに浮上することに

なる 。

　ところで ，ＩＣＬ社は，オープン ・システムの構築（異機種問接続）で優れた

ノウハウをもっ ていることでは定評があり ，１９８４年にヨーロッパのコンピュー

タ主要６社（ＩＣＬ杜，ブル杜，シーメンス社，ニッ クスドルフ社，フィリッ プス杜 ，

オリベッ ティ社）がオー プン ・システムの中核であるＵＮＩＸの標準化機関 ，

Ｘ／ＯＰＥＮグループを結成した際に，それを主導したのはＩＣＬ社であ った（こ

の機関は，以後，アメリカや日本のメーカーも参加する国際標準化機関となっ ている）。

したがって，富士通はこのようなＩＣＬ社を傘下におさめることによっ て， 今

後ますます強まるオー プン ・システム化への動きに対して，重要な経営資源を

　　　　　　　　　２３）
手に入れたことになる 。

　（２）ＣＩＩ－ＨＢ社とブル社（Ｂｕ１１ ，Ｓ．Ａ．）の形成

　１９７６年７月 ，フランス政府の挺入れで国策会社ＣＩＩ社とハネウェ ル社のフ

ランス子会社，ハネウェ ル・ ブル社の合併が実現し ，ＣＩＩ－ＨＢ社が実現した 。

これは，フランス政府にとっ ては，苦境にあ ったＣＩＩ社を救う切札ともいう

べきものであ った 。

　１９７９年，サン　コハン社（Ｃｏｍｐ．ｇｎ１．ｄ． Ｓ．ｍｔ－Ｇｏｂ．ｍ－Ｐｏｎｔ一 。一Ｍｏｕ。。ｏｎ）が

ＣＩＩ－ＨＢ社の親会杜であるマシン ・フル社（Ｃ．ｍｐ．ｇｎ１．
ｄ。。 Ｍ。。ｈｍ。。 Ｂｕｌ１）の株

式５１％を獲得した。このため ，ＣＩＩ－ＨＢ社はサン ・ゴバン社の傘下に入ること

になっ た。 この時点ではＣＩＩ－ＨＢ杜の株式所有は，５３％がマシン ・ブル社 ，

４７％がハネウェ ル社となっ ていた。しかし，社会党政権の成立にともない ，

１９８２年２月にサン ・ゴバン社が１００％国有化された。このため ，ＣＩＩ－ＨＢ社は ，
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事実上，政府支配の会社となっ た。 さらに，この国有化路線にそ って ，１９８２年

６月 ，ハネウェ ル社は２７ ．１％の持ち株をマシン ・ブル杜に売却し，持ち株比率

を１９ ．９％まで低下させた 。

　その後さらに１９８３年には，政府がサン ・コハン社よりマシン ・フル社の株式

を購入し，その持ち株を９７％まで増加させた（１９８８年１２月末現在では９２％）。 これ

により ，ＣＩＩ－ＨＢ社はより直接的に政府の支配下におかれることになっ た。

　他方，マシン ・ブル社は，１９８３年，トムソン ・グループから科学技術用ミニ

コンピュータ ・メーカー ＳＥＭＳ社を買収し，ブル ・ＳＥＭＳ社とした。また ，

同年，ＣＧＥ社（Ｃｏｍｐ・ｇｍ．
Ｇ・ｎ・・。１ｅ　ｄ’Ｅ１・・ｔ・１ｃ１ｔ・）から情報処理機器，ＯＡ機器

のメーカーＴＲＡＮＳＡＣ　ＡＬＣＡＴＥＬ社を買収し，ブル ・ＴＲＡＮＳＡＣ杜とした 。

　そして，１９８３年１２月 ，マシン ・ブル杜のもとに ，ＣＩＩ－ＨＢ社は，ブル ・

ＳＥＭＳ杜，ブル ・ＴＲＡＮＳＡＣ社，および１９７８年ＣＩＩ－ＨＢ社に買収され傘下に

入っ ていたパ ーソナル ・コンピュータ ・メーカー ブル ・ＭＩＣＲＡＬ社ととも

に， グループ ・ブルを結成した 。

　さらに，１９８５年１２月には，これら４社が統合されて，ブル社（Ｂｕ１１Ｓ．Ａ．）が

形成され，今日に至 っている 。ブル社の株式は，親会社マシン ・ブル社がその

９６％を握 っている 。

　しかし，この間のマシン ・ブル社の業績は，必ずしも良好なものではない 。

赤字続きであ った１９８０年代前半の不振は，８５年以降一旦順調な回復をみせたが
，

８９年以降再び赤字に落ち込んだ 。

　ところで，１９８６年１１月 ，すでにみたように，マシン ・ブル社は，他方で，従

来汎用 コンピュータなどで提携関係にあ ったハネウェ ル社，日本電気と共同出

資で，新会社ハネウェ ル・ フル社を設立し，ＨＩＳ社のコンピ ュータ事業を引

き継ぐことになっ た。 当初，ハネウェ ル社と対等の４２ ．５％の持ち株で出発した

が， 次第にハネウェ ル社が持ち株をマシン ・ブル杜に売却し，１９９１年４月には

全株を手放してコンピュータ事業から撤退することになっ た。 このため，マシ

ン・ ブル社の持ち株比率は１９９１年４月には８５％にまで上昇した。この問 ，１９８９

年１月からは，社名もブルＨ．Ｎ．インフォメーシ ョン ・システムズ杜と改めら
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れた。こうして，マシン ・ブル社は，ヨーロッパおよびアメリカにわたる一大

コンピュータ ・グループを形成しつつあるかにみえる 。

　しかし，マシン ・ブル社の業績は，１９９０年代に入 って，極端に落ち込み ，

１９９０年１２月期の連結決算で，６７億９ ，ＯＯＯフラン（約１ ，６５０億円）という創業以来

の最高の赤字を記録した。このような状況をまえに，フランス政府は業績建て

直しのための資金を調達するため，これまでＯＥＭ供給やブルＨ．Ｎ．インフォ

メーシ ョン ・システムズ社への共同出資で関係の深い日本電気に出資を要請し

た。 日本電気はこれに応え，ブルＨ．Ｎ．インフォメーシ ョン ・システムズ杜の

日本電気の出資分１５％の株式と交換に，マシン ・ブル社の株式４ ．７％を取得し

て資本参加することになっ た。 これは，日本電気にとっ ては，富士通や日立製

作所に対して立ち遅れていたヨーロッパ市場戦略を展開する上で積極的な意味
　　　　　　　　２４）
をもつものといえる 。

　（３）シーメンス社によるニックスドルフ社の併合と ，シーメンス ・ニックス

　　ドルフ ・インフォルマチオンジステーメ（ＳＮＩ）社の設立

　シーメンス社は ，１９７４年，ヨーロッパ ・コンピュータ企業連合ＵＮＩＤＡＴＡ

の試みが崩壊して以後，ようやく本格的なコンピュータ事業のための内部組織

改革を行い，７０年代後半以降，積極的な事業展開を開始した 。

　シーメンス社の汎用 コンピュータの主力は，ＵＮＩＤＡＴＡ社の７０００シリーズ

を引き継いだ，７５００．７７００．７８００の３シリーズよりなる７０００ファミリー である 。

まず，１９７５年，ＩＢＭの大型機に対抗するものとして７７００シリーズか発表され
，

さらに７８年には，富士通との提携により ，ＩＢＭコンパチブル ・マシン７８００シ

リーズが発表された。また１９７９年には，ＩＢＭ４３００シリーズの対抗機として

７５００が発表された
。

　１９８０年代に入 って ，８３年９月 ，ＩＢＭ４３００シリーズの新モデル４３６１ ．４３８１が

発表されると ，これに対抗するために ，７８６０モデルＥ，Ｌ，Ｒを発表した。こ

れらは，富士通ＭシリーズのＯＥＭ供給によるものであ った。現在も ，シー

メンス社は富士通から ，大型機Ｍ－７８０のＯＥＭ供給を受けている 。
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　さらに１９８５年１０月には，７５００シリーズに一挙に１１の新モデルを追加し，モデ

ル多様化による汎用 コンピュータ事業の強化をはかった。しかし，それ以後 ，

シーメンス社はコンピュータ事業の王力を小型 コンピュータに移してきている 。

　ところで，シーメンス社は１９８７年１月 ，ドイッの総合化学メーカー ＢＡＳＦ

社と折半出資で，ＩＢＭコンパチブル ・マシンの販売を目的とした，ヨーロッ

パ最大規模の販売会社，コンパレ ックス ・インフォメーシ ョン ・システム社

（Ｃｏｍｐａ。。。Ｉｍｆｏｍａ廿ｏ．Ｓｙ．ｔ．ｍ）を設立した。ただ同社は，富士通ではなく ，日

立製作所より大型汎用 コンピュータのＯＥＭ供給を受けている 。さらにその後 ，

出資比率をＢＡＳＦ社２対シーメンス社１に変更したこともあり ，コンパレ ッ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２５）
クス社はＢＡＳＦ 一日立系に傾斜してきている 。

　シーメンス社は，さらに１９８７年１０月には，日本電気より自社の大型 コンピュ

ータ用の９インチ固定ディスク装置（ＨＤＤ）の供給を受ける契約を結んでいる 。

こうして，シーメンス社は，１９８０年代に，日本の３つの汎用 コンピュータ ・メ

ーカーと多角的な連携を結んでいるのが特徴的である 。

　ところで，シーメンス社は，１９９０年１月 ，シーメンス社につぐドイツ第２の

コンピュータ ・メーカー ニソ クスドルフ社の株式５１％を取得するとともに ，

シーメンス社のコンピュータ部門とニッ クスドルフ社を合併して，同年１０月
，

新会杜ジーメンス ・ニッ クスドルフ ・インフォルマツィオンジステーメ

（Ｓ
１ｅｍｅｎｓ－

Ｎ１ｘｄｏｒｆＩｎｆｏｍａｔ１ｏｎｓｓｙｓｔｅｍｅ　Ａ　Ｇ　通称ＳＮＩ）を設立した。ニソ クスト

ルフ社は，とくに小型 コンピュータの需要増加を背景として，１９８０年代後半に

至るまで，着実な成長を遂げてきていた。しかし，１９８８年以降，ＩＢＭ，ＤＥＣ

社との価格競争の激化のなかで業績不振に陥り ，思うような回復の見通しが得

られない状況になっ ていた。シーメンス社によるこの新会社の設立は，ニソ ク

スドルフ社を救済するとともに，１９９２年のＥＣ統合に向けてシーメンス社のコ

ンピュータ事業の競争力の強化を図ることを目的としたものであ った。これに

よっ て， ヨーロッパではＩＢＭにつぐ位置を占めるヨーロッパ ・メーカー が生

　　　　　　　　２６）
まれることになっ た。

（１９６）
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２１）以下，ヨーロッパ ・メーカーの動向については，全体として日本電子計算機欄 ，

　前掲書，各年版，とくに１９９１年版の第５章１Ｖ～Ｗ（３０６～３４７ぺ一ジ）による 。

２２）「富士通が英ＩＣＬと技術提携，欧州での勢力拡大に踏み出す」『日経 コンピュ

　ータ』１９８１年１１月２日
。

２３）「富士通，英ＩＣＬ買収の波紋」『コンピュートピア』１９９０年９月号 ：「富士通が

　英ＩＣＬ買収調印。欧州戦略の地歩築く」『日経 コンピュータ』１９９０年８月１３日 ：

　『日経ウォッ チャー・ ＩＢＭ版』１９９０年１０月１５日 ，などによる 。

２４）『日本経済新聞』１９９１年４月２４日 ，１９９１年７月１０日 ：『日経産業新聞』１９９１年４

　月２４日 。

２５）　日本電子計算機（梯，前掲書，１９９１年版，３２９ぺ 一ジ 。

２６）同上書，３３０ぺ 一ジ 。

※　本稿（世界 コンピュータ産業史ＩＶ）未完。以下次号 。

　４　「第４世代」の日本汎用 コンピ ュータ産業

　　　　　日米欧３極グロー バル ・ネ ットワークの構築をめざす日本３大 コンピュータ

　　　　　　メーカ

　５　１９８０年代末の世界汎用 コンピュータ産業　　「ＩＢＭ対ＦＨＮ」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（１９９１年１２月１０日脱稿）

（１９７）




